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日本赤十字

社

B sufface anugen)に 陽性を示した供血者とHBV
(hepaths B● ru s)感 染者とのHBVgenotypeを比較するため、HBsAg

の遺伝子型を決定した。2006年 10月 -2007年 9月 の日本
人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、188フ例について

A-F)?ELISA(enzyme-linked immunosorbent
ssay)法によって決定した。HBsAg陽 性ドナーについてHBVコア抗原

=対す
るlgM抗体の有無の確認を行った。供血者と患者間で示され ,

こおける有意差はC/B遺伝子型比で認められ、こ
比率は供血者で低く(2039)、 患者で高かった(53182)。 また、

|の比率は10歳代の138%から増加し、50歳 代では424%で
genOtypeC比率は10歳代の831%か ら50歳代の551%に減

少した。HBcAgに 対する:gM抗体およびNAT(nucに お add test)両 者に
であるドナーでは、genotypeAお よびBは男性のみであつた。日

本人供血者におけるHBVgenotypeの 年齢特異的な分布は、B/C遺伝
子型比に特徴があり、米国もしくは西欧諸国由来である

日本人男性ドナーに観察され

におけるHBV陽性例の発生状況とその原因について全
を行つた。2007年 112月 の輸血後検査におけるHBVDNAま た

経験の有無を問い、有経験施設には個別調査を
つた結果、輸血後HBV陽性例の経験施設(37)のうち18施設が37

こ。輸血前 (保管)検体の検査結果と献血者保管検体

元に、既感染例、輸血感染例、再活性化

、その他、分類不能の5分類に該当する症例は、それぞれ 19、 4、

0、 8例であり、輸血を要する治療を行つた患者にHBV活性化が存
在することが判明した。輸血によるHBV伝播とHBV再活性化の鑑別に
輸血前のHBs HBc抗体検査か輸血前検体保管が必要である。

日本肝臓学会大

会第13回 2009日本赤十字

社
型肝炎

(2009
ober 1 4-15)
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HEV(hepattis E vtts)陽 性血液の輸血を受けた受血者のルックパッ

ク調査から、血液製剤中のHEV高値 (〉5 4og/bag)が ウイルス伝播にXIVth Regional

Congress of the
ISBT, Asi.; Nov

14-18,2009;
Nagoya

付けられると考えられた。日本赤十字社では北海道において

、HBV/HCV/HIV-1に 加えてHEV NATス クリーニング検査を行って
るヽが、2005年 1月 ‐2006年3月 には検査結果が判明する前に輸
われた場合があつた。過去の供血保管検体のルックパック検査に

り、HEV陽性血液製剤の輸血を受けた13例が判明したが、HEV感
of BIood を示した4例中3例がE型肝炎を発症し、1例 は一過性のATL
Vox 昇を示した。輸血された4製剤のHEVウ イルス量とgenotypeは
20091 55(G3)58(G4).68(G3)og/bagで あり、HEV感染を起こさな

17)(2A― S02- た4例へ輸血された4製剤では、く44(G3).く 44(G3)43(G4).

あつた。genOtype4は 3より毒性が高い可能性が示唆

年以降、フランスのレフアレンスFJl究所はHIVの 遺伝子多様性を

しており、2004年に血清検査でHIV陽 性であつた62歳 の女性の

料 (RBF168)を 分析した。この血清は女性がカメルーンからパ

こ移住した直後に採取された。女性は現在AIDSの症状はない。
ルスを分離し、ウイルス遺伝子を解析した結果、

ゴリラのサル免疫不全ウイルス(SⅣgor)と最も近縁であつ

15:871-872
。この新しいウイルスは新しいHIV-1の プロトタイプであると思われ

HiV lの グループMN,0と は異なり、グループPと命名された。
68株 が発見される前は、HIVグ ループ0が最もSVgo‖こ近縁で

=が
、変異の大きさから現在のSiVgorか ら直接出現したのでは i

、SⅣ gorのゴリラからヒトヘの伝播が起因していると考えられた。こ

の結果より、HⅣの感染源としてチンバンジーに加えてゴリラが示
た。
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月米国FDAは、ヒト免疫不全ウイルス1型 (HI‐ 1)グループ0
スクの高いドナーの管理に関する勧告と題した企業向けガ

ダンスを発表し、即時適用するよう求めた。

HIV lグ ループ0感染リスクの高い供血者を特定するために問診事
項が改定された。以下の質問を供血者間診票(donOr hにto″

リスク行為についての質問に盛り込むこと。

11977年 以降、以下の国で生まれたかもしくは居住していたことがあ

るか :カルメーン、ベナン、中央アフリカ共和国、チヤド、コンゴ、赤道

ギニア、ケニヤ、カボン、ニジェール、ナイジェリア、セネガル、トーゴ、

ザンビア。それはいつか。
21977年 以降にこれらの国へ渡航歴がある場合、輸血や血液製剤に

よる治療を受けたか。それはいつか。
31977年 以降にこれらの国で生まれたヒトもしくは居住していたヒトと

性的接触を持つたか。それはいつか。

質問のいずれかを肯定した感染の可能性のある供血者を無制限に

供血延期とすること。ただし、最後のHIV lグ ループ0の 曝露から1年

後に、以下Cの勧告に従つて再エントリーを検討できる。

BH:V¬ グループ0抗体の検出感度を有するとラベルのIntended use

項に記載された、供血者スクリ
ニニング用の承認済み抗HIV 1/2テ ス

1青聟務λ竺発議案:貿易′苫嵩丈あ盲警程≧づき供給廷期とさ
れた供給者の再エントリーについて、最後のH:Vlグループ0への曝

露から最低でも1年の保留期間を経た後、供給者は以下の場合、再

ントリーしてよい。
当該供血者の現在の供血時に、H:■ 1グループ0抗体の検出感度

するとラベルのhtended use項に記載された抗H:V1/2スクリー
ニングテストの結果、陰性と判明し、かつ

と当該供血者が全ての供血者適格基準を満たしている。

の血液規制委員会 (Bおod Reguほtott Comrnた tee)は 、

:イレフルエンザバンデミックが血液供給に不足をもたらすとの報

事臨 織 囃 締急芭3驚最霧

'藻

賠凛 卿
り10-15%の輸血用血液が不足となる事を懸念している。委員会は

(Eurcpean Blood alliance). Elfl{6Oassociation of national

11離 :ι:躙網じ:嬰lttf落電諸冒爾響躍驚勇I讐F雰論を緩
碧薦RT檄盤 :言涎子謝 畷 8M
和 (女性:125から12g/dLへ 、男性 135か ら13gノdLへ)を検討してい

る。

ABC Newsletter

13-14
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11月 、FDAは企業向けガイダンス案、「バンデミック
Nl)2009ウ イルスに対応した供血者の適合性、血液製剤の安全

び血液供給の保全について評価するための勧告」を発表した。

交代要員の教育

船彗″磐離捨甜醐 嘉臨時に収集されるが、
け毀 鋸 麟,鶏躙]糎稔 又は熟つあ

る患者、もしくはインフルエンザ様症状を呈する患者との機触のあっ

ヒ供血者について、利用可能なデータは供血延期を支持していない。

日に健康であることを確保するため、バンデミック

Nl)2009インフルエンザ感染又は疑いのある供血者は、解熱型の

(DRAFTl

ンフルエンザワクチンを接種した後、もしくは、予防目的で毎ゥィル

節昴it縁勤蠅織ξ嘱鯛 i

黎騒欝鋳甥鵬総 額嵩理愛さ臨

ヒ供血者は、上述と同様の状態から少なくとも24時間の

すること。

賭議製R票諏よ糧 胃明星づ彰態 讐望に器9慶
受けた際には、MedcJ Directo‖ まSOP(標 準操作手順

書)に従い、既に供血された製品の安全性を評価すること。なお、こ

告は、輸血用全血および血液成分の献血に適用される。

承認された申請内容の変更

4日 、プラジルMa2agaOで 過去 3ヵ月間に657例 がオロポー

チ熱に感染した事を当局は発表した。このうち29例 は:EC(Inst師 te

Evandro Chagas】こよつて確定診断がなされ、この病気のF因墜
Culにo日 es属ヌカカによる刺1咬であると分かつた。症状はデング熱や

マラリアに似ており、発熱、頭痛およ全身性筋肉痛である。初発例は

2009年3月 に発生し、4月 および5月 には報告がな増し、中で響99
loおよびCaⅣ a。で600を超えた。オロポーチウイルスはプラジルで

朧 1お■期暴目ξモ峰鰐キヱ7召おフ精
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イルス性
炎

W(MayarO virus】 まアルフアウイルス(Alphavitts)属 トガウイルス

こ属し、genotypeDおよびLの2系統が確認されている。
年2月 、プラジル北部サンタバーバラにある村でMAYVの アウトブ

Disease イクが起こり、患者は発疹、発熱および重篤な関節痛が最長7日 間
15(11):1830-1832 たヽ。患者血清検体のigMを EuSAで 検査した結果、36検体から

Vに対するlgMが検出された。MAYV分 離株3株がgenotypeDと 確
れ、また、村で捕獲した蚊にはMAYVの 主要な媒介蚊である

janthinomysit6illL(L rl:.

8-9月 、イタリアにおいて1出髄膜炎と診断された発熱および神
徴を伴うびまん性大B細胞性リンパ腫患者に、uSuV(usutu
神経侵襲性感染が認められた最初の報告である。脳脊髄液

4(50) であり、USuvは RT―PCRおよびシーケンスにより血清お
で検出された。ウイルス遺伝子のプレメンブレンおよびNS5
シークエンスはuSuv vに nnaお よびBudapestに 類似して

2008年 フ月、オーストリア東部の山岳地帯で6例が感染したTBE
(Tick bom encephJに is)ア ウトブレイクの調査が行われた。初発患
者の羊飼いは、高山牧場地に24日間滞在後、髄膜炎の臨床症状を
呈し、TBEV(TBE● rus)感染陽性と確定された。患者はダニに咬合さ
れた記憶はなく、発症811日 前に非殺菌のヤギ乳および牛手しから製

Disease
れた自塚製チーズを食べていた。同じチーズを食べた6名 中5名

15:1671-1672
がTBE感染と診断され、非感染であつた1例 はチーズを食べた直後嘔
吐していた。チーズはヤギ1頭およびウシ3頭の乳から製造されたが、
そのヤギはHlおよび中和抗体検査でTBEV陽性であり、ウシ3頭は抗

た。また、ホエイおよびヤギ乳を与えられ、同じ牧草地
で飼育されていたブタ4頭がTBEV抗体陽性を示した。このアウトブレ
イクは、中央ヨーロッパ高地におけるTBEの振興と、TBE経口感染の
効ヽ率性を示した。

Nle virus)感 染状況と2003-2008年 に供給された

静注用免疫グロプリン製剤(lCIV】こおける中和抗体価の関係

された。WNVは 1999年 に米国に持ち込まれたが、2003年に
平均値が顕著に上昇し、米国人口の05%が

こ感染したと推定された。また、米国の人口における既感染者の

Disease は、毎年01%増加し、IGIVの中和抗体価平均値と概ね相関が
た。2008年に出荷されたIG:Vの中央抗体価は平均21(n=258)でイルス 15:1668-1670

2009 、NTAでWNT感 染を確定したヒトから得られた血漿では更に高い抗
平均208(n=30))であつた。血漿中IgG濃度を補正し、lGⅣ調整濃
10%と比較すると血漿試料はlGIVよ り100倍 高値であつた。この結果

,WNV既 感染者は米国人口の1%であると推定したこれまでの報告
一致した。

エストナイ
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クングニ
ウイルス

日本感染症学会
月、東南アジアから帰国後間接痛を主訴に来院した3例は

日本地
チクングニヤウイルス:gM抗 体および中和抗体陽性であり、血清学的

方会 200,124
にCH:KFIChttungunya Feveめ と診断された。3例はそれぞれインドネシ

ア・スマトラ島、インドネシア ジャワ島もしくはマレーシア・クアラルン
1 (2009

プール郊外に渡航し、いずれも現地で発熱および関節痛が出現し
30-31)

。解熱したが帰国後も関節痛は持続し、受診に至つた。

トナムハノイ市では、デング熱症例が深刻な増加を示しており、

下旬までに2500症例が報告され、これは2008年の

比べて10倍以上であつた。また、ホーチンミン市ではデング

113065

熱症例数の急増はないものの、多くの患者が重症化しており、死亡

例も多くなっている。同市の第一小児病院は、毎日20-25人がデング
ており、小児のデング熱症例は、感染後12

手足口病やHl Nlインフルエンザとの判別が難しいためデユ

警戒をゆるめることがあるが、小児は死に至ることがあると注意喚起

リコ(PR)では2007年に2005年のアウトブレイクより更に大き
デング熱アウトブレイクが起き、この間の供血者におけるデング熱

Annual
ルス血症の割合について調査が行われた。調査用に保存された

ンプルは米国およびPRで輸血されたユニットであり、TMA

2009 0ct
mediated amplifi cation assay)'f tJ E Ht!(lnitially

-27:New IR)であったサンプルは再検査が行われ、再度陽性(repeat
RR)を示した場合には追加の検査が行われ確定された。検

査が実施された15.350試料のうち:Rは 28、 RRは 25試料であり、陽性
014であった。陽性血液のうち12例 (1033)が PRから米国

こ輸出され、13例 (1689)が PRに残つた。RRサンプル中約半数はIgM
で高力価ウイルス血症を示し、細胞培養検査において感染性が
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一僚

誤謹認臨没富≦僕筋駆淮棚緞翻鳳譜
由来DNAを用い、TaqManPCR法 によつて細胞内DNA量 として定量さ

1 (Human T-cell tmphotropic virus type 1

プロウイルス量の定量と輸血感染症の感染性ウイルス

クがあると仮定し、推定された。その結果、HTLVプロウイルス量は自
血球100細 胞あたり001～ 49コ ピー (平均083)で あり、評価された血

夢棚 :難堵纂譜衆盟螺鵬 懺 ぶこな

XIVth Reglonal
れた。輸血感染症の感染ウイルス量は、過去のデータで抗体陽性供

血者由来の赤血球濃厚液1単位の輸血を受けた患者の約80%にセ
一ヽジョンが認められたことから、血液検体の80%に感染リス

Society oF Blood
l x 109数 (自血球除去前)と仮定すると、輸血感染を生じた製却に
くとも6X105数 の感染細胞が含まれる。2007年、日本の全血

に対して保存前に自血球除去が実施され、9996の 製剤におし
l)119)

14-18 2009:

(P-141)

ａｎ

」

雪ヽ卵馨億お黎驚喘贈卵お侃調轟鴇絲
多くて49X104数と考えられ、推定される感染ウイルス量はかなり少
X105感染細胞)ことから、血清学的スクリーニングと自

去によつて事実上輸血感染リスクは排除されていることが示されたと

ている。

曇鯉辟:8冊¥::酔‖謡:薫夢[鼎ll鷲Sお纂 嵯:i品
者からではなく)2000-2007年 に長崎大学病院を受診した患者

(10,261名 )の HTLV l抗体検査データおよび長崎県がん登録された

長崎市内で診断を受けたATL患者(360名 )のデータから評Ⅲした。そ

患者10,261名 中HTLV l抗体陽性者は1,392名 (男性 :653

比べて約50%高く、また、過大評価の可能性はある力
く、長崎

市において高齢者のHTLV-1キヤリアの大規模集団が存在すること

が示唆された。

[yI占蟄諄暑讐を轟蠣羅諄1燦
l勢奮二瑞躙金課撼糧鞘暑墾酷蹴健あ
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使

措
感染症(PTl

イルス感

レトロウイル
ス(XMRV)

of General
=対
する過免疫血清を使用したプラーク減少―中和反応検査の崎

Vlo"gy 2000:
血清は日本脳炎ウイルスでは陽性を示さず、ウエストナイルウイ

ど護bf∫想]鵠篤認弊協:戯

`綿

η謝総1
後醐 サ赫蠍讃[・境誅31ル騰

認鶴際臨潔削櫂槻胞)混機亀焦持Ъ和抗
を示した。インドからの初のBACV分離の報告であり、また、人

ていることが示唆された。

hemotta」 c Feveのは1959年 にポリビア東部でのァゥト

るが、5例 (死亡3例 )の農業従事者である患者については、5例とも

露鷲罵Q鋪諄鏑架躍棠期餞雲 製鶴

言
,魏饒珊酬鼈散5:1526-1528

Disease

2009

された血漿を投与することが生存率を高くする。

Faugue syndrome)患 者の血液細胞に感染性レト,ウイ

日本赤十字

3/138ペ ージ
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受理日 番号 報告者名

日本赤十字

日本赤十字

社

日本赤十字

一般名
生物由来成分

原材料名 原産国 |
，有
分
．

一
會

‐区
嘩馨症(ITl

異

フェルトヤ
コプ病

異型クロイツ

フェルトヤ
コプ病

PLoS ONE 5(1)

e8519

名

2009年 10月 に米国で報告されたCFS(Chront Fa● gue Syndrome)患

者101名 のうち68名 に (これまで前立腺癌との関連が示唆されている|

#l\)l>?Vtstrt I )|,7,XRMV (xenotropic murine leukemia virus-
Mnls)を検出した知見を受け、英国においてCFS患者186名の

血液試料からDNAを抽出し、nestedPcRに よりXMRVの スクリーニン
グが行われた。DNA調整の品質確認には細胞内β―グロプリン遺伝
子が増幅され、またネガティブコントロール (水 )およびポジティブコン
トロール (XMRV感 染分子クローン)も実施された。186例試料すべ
おいてβ―グロプリン遺伝子は増幅されたが、XMRVおよび(関
高い)MLV(mu■ neにukem● ■rus)は検出されなかった。英国におい
てはCFSとXMRVの関連を示す証拠は見つからなかつたが、北米と欧
州ではXMRV有病率に集団差がある可能性があり、(これまでに)ニ
つの米国グループは前立腺癌組織にXMRVを検出し、二つの欧州の
研究では検出されなかつた事実もこの可能性を説明するかもしれな

dol10 1371 4ouma
pone 0008519

1001070076[1

statistics
as of5」an 2010)

、米国承認血漿由来第VlH因子製品(pdFVll:】 こよる
vC」 D(vaHant Oreutzfe dt Jakob aseaseンリスクの可能性についての

要を公表し、要点として以下が示された。
米国承認pdFVIH製 品を投与された血友病Aおよびvon

者にvC」Dが発病するリスクに関して疑間が提起され

ク評価の結果、FDA、 CDCおよびNIHも 含めて米国PHS(PuЫ に
Service】ま、米国承認pdFVIn製 品を投与された血友病Aおよ

びvOn w‖ebrand病 患者へのvC」Dリスクは、はつきりとは分からない

が、極めて小さい可能性が最も考えられる。第 lX因子を含めた他の

血漿由来製品によるvC」 Dリスクは同程度小さいもしくはより小さい可

能性が最も考えられる。
O新しい情報を得るには、Hemoph“a Treatment Centerの 血友病も
しくはvOn w‖ebrandlこおける専門家に尋ねること。

英国C」Dサーベイランスユニットの月間統計によると、2010年 1月 5日

現在、2009年の確定もしくは疑いvC」D患者の総数は170名 (死亡 :

166名 、生存 :4名 )である。2009年に2名 のvO」 D新規症例が登録され
た力や、英国にお|ナるソC」Dアウトブレイクは減少しているとする見解と
一致している。
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受理日 番号 報告者名 一般名

日本赤十字

日本赤十字

生物由来成分

名
原材料名 感染症(PT)

異型クロイ

フェリレト・ヤ
ブ病

日本赤十字

社

2008年 6月 、30代男性が13ヵ 月に亘る人格変化、進行性不安定およ

び知能低下にて入院し、2009年 1月 に死亡した。病歴において輸血お

び他人からの臓器移植を受けていなかつた。、患者PRNP(plon
gene)のコドン129に は疾病と関連が知られている変異はなく、

20091374:
接合体であつた。vC」 D(vaHant Creutzfeldt Jakob)と の診断

、臨床症状と進行、MRI所見、他の診断を排除した結果なされ、ま

、孤発性C」 Dは不適当と判断された。ヒトPRNPのコドン129に おけ
型がプリオン病の大きな感受性因子となっており、これまでの

」Dで は全症例がメチオニンホモ接合体であつた。

十字社はYF lye‖ ow feveめ ワクチン接種者には2週間の供血

求めているが、2009年4月 10日 、病院の血液バンク管理者は、

液製剤が供血 4日 前にYFワ クチンを接種した米国軍訓練兵89名か

(3月 27日 に)集められた事に気が付いた。本報告では、供血延期

2009:

を特定し、輸血に関連したYFワ クチンウイルス感染かどうかを

るために、病院とCDCによって行われた調査を概説している。
速な回収に関わらず、6ユニットの血液製剤が5人の患者に輸血さ

た。臨床所見や重篤な有害反応を示す検査値の異常は、輸血後January 22
月以内においては、4人の輸血者には見られなかった。5例 目は前

存性末期のB細胞性リンパ腫患者であり、ホス

スケアを受け亡くなつた。生存者4例のうち3例はYFワクチンウイル
反応が検出された。本報告は、輸血に関連したYFワ ク

ンウイルスの感染が起こる根拠を示し、かつ慎重なスクリーニング

ワクチン接種したヒトの供血延期の必要性を強調している。

I J 1 >7 ]v r>+tqsNl t I ) t 7 A * *a | =t;tt6#fi ,}tfi b rtt
外の臓器での複製能を調査するため、感染患者の剖検を実施し

。ウイルス量はll臓に比べて肺で最も多く、心臓・肝臓 腎臓・大小

たは脳ではウイルスは検出されなかつた。また、ウイルス量は右

比べて左肺でより多く検出され、左肺の病理組織により重篤な誓
一致し、また、左肺組織には+/― 鎖双方のウ

ルスRNAが存在した。一方、低ウイルス量であつた牌臓には+鎖ウ
ルスRNAは認められず、循環血液などによつて運ばれた可能性が

東菱薬品エ

業

シニアウイル
ワクシニアウイ

ルス接種家兎

炎症皮膚抽出

液

効

分

有

成ス接種家兎炎症 ギ皮膚 中
華人民共和

10/138ページ
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.■‐|■
受理日 番号 報告者名

東菱薬品エ

業

生物苗来ば分
‐ 1名 1111 麻

材料を

トヽロキソビン lnt毒

リヽンナトリ ブタの小腸
粘膜

臀警

`撃

ルス)

ProMED― mal

201002030366

一諒

無墜〔雛

ブタが数死性ヘンドラ(Hё ndra)ウ イルスに感受性があり、プタを介して

に伝播する可能性があることをカナダの研究者が報告した。ヘンド

ラウイルスはオーストラリアでのみ発生し、野生の果実食コウモリに

よって媒介され、ウマは感染したコウモリの排泄物から感染する。ウ

マからヒトヘの感染は7例あり、うち4例 は死亡し、直近の死亡2例は

あった。カナダにおける研究では、ヘンドラウイルス

接種したブタ(2種類)は発熱・衰弱を呈し、接種後25日 に

イルスが検出された。また、OueensLndの プタ1∞頭の群れの血清を

検査した結果においては、500検 体中にヘンドラウイルスに対する抗

体は検出されなかつた。

"∞司異深曇輩理
パリンナトリ 夕の小腸

中国、アメリ

ム
力、カナダ

大洋薬品エ

業

大洋薬品エ

」111■墜 __……_
10001■あすか製薬

クシエアウン

機種家兎

膚抽出

ルテパリン

ンナトリ

ンピン

ロンボプラス

血液

粘膜

ウサギ

―ストラリア

ニュージーラン

無

無

無

無1000121あすか製薬

富士製薬エ

業
無

武田薬品エ

業

造

程

製

エ

11/138ページ

受理日 番号 報告者名 一般名

ア崚傷凰混合ワク

デンカ生研

デンカ生研

デンカ生研

日本脳炎ワクテ

日本脳炎ワ

クチン

ンカ生研
日本脳炎ワクチ

ン

イラ功しiラ瞬I
>7)Vx>+r rt,

生物由来成分

名
原材料名 原産□

有

分

含

区

造

程

製

エ

感染症(PTl

ゆ”
当憔を獣疑露蹴 銭議ダま構島1)ぽ
5Nttζ留般ち緊ξ奮車を驚歌:ヒ記澱著洗ニュージーラン 会誌 200■

獣会誌 200,
9-712

100016に 同じ

日獣会誌 2009

日獣会誌 200%62
709-712

日獣会議 200■ 62

709-712

=。
疫学調査では、当該牧場の環境由来材料からはV chderae

検出されず、周辺離島の沿岸域の海水検体から014,019,

1'0のV choleracが分離された。

/\-Fr+7' シの心障

ュージーラン
又はオースト
ア

日本又はアメリ

ニュージーラン
ウシの乳 又はオースト

ア

ウシ胎児の

血液

工程

秋

チ麻”
襴
ン
シ

誌

２

会

「

獣

９．
100016に 同じ

135は検出されず、周辺離島の沿岸域の海水検体から014019
7および0170の V chderaeが分離された。

100016に 同じ

造

程

製

エ

蟹11星を檬麗諏嘲 銭認まま』:鱗rttFを
り纏配琳ζT艦鷹誰李総電冊燿i託燿麟れ
いた。疫学調査では、当該牧場の環境由来材料からはV ch。 にrae

造

程

製

エ

ンカ生研

血清 メリカ

べ=ジ
…

100016に 同じ



受理日| 番号 ll報告者名
生物由来成分
■・ 名

1■ | 原材料名 僚書歯

本又はアメリ1製造

感染症(PT)

日本 1送炎

日本脳炎

一
有
分

一
含

区

デンカ生研 テリア崚傷風

こおけるヒトおよびブタの」EV(日本脳炎ウイルス)に対する中和
NT価 )および赤血球凝集抑制抗体価(HI価 )が測定され、日本
炎抗体保有状況が報告された。本報告は、2008年度感染症流行

日本ワクチン学会

第13回学術集会

予測調査 (11都 道府県の約3.200人および35都 道県のプタ約5000頭

対象 )に基づいて実施された結果である。ヒトにおける抗体保有率

September
(NT価 1」 0以上)は 15歳 20%未満、8歳 70%、 920代前半 :80%以

-2')lA― C-6
20代 後半以降から激減し、40-50代 :30%未 満であつた。また、3-4

齢 )では2004年度に |よ620%であったが、2006年度
降激減し、感受性者の蓄積が認められた。今後、定期予防接種対
齢者および2005年5月 に発令された「勧奨差し控え」期間に接種
かつた者などにつき、抗体保有率の向上が望まれる。

タイ国中央部 (3県フ農場)におけるプタインフルエンザウイルス(SIV)
の浸潤状況を調査する目的で、臨床上健康なブタから血清および鼻

県内の蚊 (21ヶ所で捕集した48プール )およびブタ血清 (4ヶ 所で

された9検体 )における日本脳炎ウイルス (」 EV)分 離および分離

日本ウイルス学会 l株の遺伝学子的解析が報告された。」EVの検出時期と蚊の発生消長
7回学術集会 豚舎では、蚊の発生後」EV陽性率が上昇し、牛舎で

october 25-ll*. ffi*&9JEVI3lS+lt{E<. HHI*-It?6{ErAl:6>cl="7)t
7)2P145    1イ エカの発生の少なかった2006年には」EVは分離されなかった。ま

た、EおよびprM領域の遺伝子解析の結果、いずれの分離株も
Genotypel型 であった。

:精製百日せ

クチン

ル病秋やみ

工程

無 l無 1無
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星変2響勝 階筆組警鋭蹄:看雲般是[寡管乱判 鶴禍管
γ
刀レエン
‖髪悪「ぎl瞑ぼ百LJ響,驀F誠頭蘇積覺1蜘、11曇だJ器
=嚇¬慰精彗:は

'新

蕊動滋
i嘉曇菫

デンカ生研 血液

デンカ生研 血清

7チ

デンカ生研
本脳炎ワ

rrξ
―̈ ‐
1パルヂパルチド「/ミルチ

'0ラ

ジ
‐

:11111_… …[リウ4_¨ ____L」にり

'A_¨

ス脳

2010/4/1211

受理日 番号 l報告者名

1000311日 本化薬

イ`エル薬

大微生物ほ
`

生物由来成分

名
原材料名 原産国

有

分

含

区 感染症(PTl

型インフ

11(49)p15ウリナスタチン レエン|

HlNl)

は2つのオセルタミビル耐性HlNlウ イルス感染患者のクラスター

を受けた。いずれも病院内における同じ病棟内で発生しており、
不全、あるいは高度の免疫抑制状態にある患者に感染がおき、
ルスのヒトーヒト感染が疑われている。抗ウイルス薬投与中

剤耐性ウイルス発生は、季節性インフルエンザで明らかとなって

るヽが、バンデミック(HlNl)2009に おいても観察された。現在、院内

医療従事者や入院患者、院外への感染拡大につ

てヽ確認作業中であるが、これまでの結果は安心できるものである。

虫症における心合併症 :左心室血栓症の3例 目の症例報告であ
ルーマニアにおいて42歳 女性が発熱 .悪寒・悪心・嘔吐・疲労・筋

痛・全身筋力低下により入院したが、これらは調理不十分な豚肉を
べた3週間後に現れ、豚肉には織毛虫の感染が確認された。検査

繊毛虫症を示唆する軽度の自血球増加症・炎症・軽度の

よび筋肉の細胞融解性症候群を示した。心エコーは心尖部の

下および血栓様の心尖腫瘤を示し、繊毛虫抗原を調べる免疫

であった。治療後の結果は良好であり、軽度の心電
化が残る程度であつた。

カナダ

ヘパリンナトリ
ウム

レビパリンナト

カナダ、
プラジル

」Trop Med

81(2):313-有
効

分

有

成
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撃青者■

大微生物

;協欅蓮

rl痺

`ITl

ニワトリ肉エキ

シの血液

ニワトリの
骨

該当なし(製造

中止)

製造
工程

製造
工程
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ジフテリア破悔風

せきジ

ウマ血清 マの血清 1米国

フテリア抗毒素

生物由来成分

名 ‐ 原材料名 原産国

適正

使用

措置

感染症(PTl

大微生物
エリスロマイシ
ンラクトピオン シの乳

―ストラリ

製造
工程

塩

抗原

曰せきワクチン

大微生物 ア破●凰理合ワク
ミノ酸

病研究会

生麻しんおた

工程

ステロール ジの毛
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適正

受理日 番号 報告者名 =般名

夕の膵臓 米国、カナダ
造

程

製

エ

舗
吟原材料名 ‐原産国

生物由来成分
|■姿|

使用

措置

感染症(PTl

大阪におけるバンデミックインフルエンザHl N12009発 生日 2009年
10月 2日 、最初の確定日 2009年 10月 21日 、報告 日 2009年 10月 21
日、原因 ′ヽンデミックインフルエンザHlN12009。 2009年 10月 2日 に
でパンデミックインフルエンザHl N12009の アウトブレイクカ

'発
生

ンフルエン た。飼育頭数はブタ1000頭 、確定例はプタ10頭、死亡例0頭であつ

=。
日本でブタがバンデミックインフルエンザHlN12009に 感染した最
初の報告である。臨床症状を示さないブタから無作為にブタ鼻腔スワ
ブ10サンプルが集められ、そのプールからウイルスが分離され、サブ

タイプHlおよびNlが確認された。農場は(プタの)移動を自粛し、半径
10km以内のプタに異常は認められていない。

-2009年 冬にスウェーデンで最初にHlN2ブタインフルエンザが

れた力く、そのプタ群からHl N2サブタイプインフルエンザウイル
のリアツータントを特定した報告である。ヨーロッパHlN2ブタインフ
ルエンザウイルスの殆どはこれまで、ヒト様Hl N2 SiVの HA

Joumel ―ロッパHlN2もしくはH3N2SⅣ様ウイルスのどち
ンフルエン 6:180(dol )を保有しているが、このスウェーデンで分離

れた株はトリ様SIV HAお よびH3N2SIVttNAを保有している。この
X-6-180) SIVttNAは 、ドイツ分離株に認められる過去10年間に分離され

Hl N2ウ イルスの起源であるH3N2の NAと比べ、80年代初期に分離
れたH3N2SIV NAにより近く、両者は独立してNAを獲得したことを
ている。このウイルスの内在遺伝子←ntemJ gene)は、トリ様
Hl Nl起源であることが示された。

インフフレエ)
100042に 同じ

Joumal
ンフルエン 6:180 0ol

100042に 同じ101186/1743-
X-6-180)

トリプシン

″̈［

ブタの肉、

脂肪

該当なし(製造

中止 )

製造
工程
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番号 報告者名 一般名

正
用

置

適

使

措

有

分

含

区
生物由来成分

名
原材料名 原産国 感染症(P⊃

一″

大徴生物

大微生物

微生物

微生物

日本脳炎ワ

―ジーランペプトン

マウスの脳 マウスクチン
日本脳炎ワクチ

テリア破傷風混合ワク

饉凰混合ワクテン

乾燥弱毒生麻し
んおたら、くかぜ
風しん混合ワク
チン

牛肉消化液

人血清アルブ

ミン

―ストラリア

当なし(製造 添カロ
日)

―ストラリ

造

程

製

エ

インフルエン
ザ

米国CDC(Centers For Disease Control and Preven● 。n)は 2010年 1月

15日 に、新しいブタインフルエンザによるヒト感染例を報告した。アイ

オワ州の小児は2009年9月 にブタインフルエンザウイルスH3N2に 感

染したが、11月 まで表面化しなかつた。少年は入院も必要とせず、十

分に回復した。本例ではウイルスの広がりはなく、また、ヒト‐ヒト間の

を疑う根拠はなかった。当該少年が感染した経緯は不明であり

テリア破傷風混合ワク

造

程

製

エ
微生物

脱繊維牛血液 シの血液 ア、一ユ~ンー
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夕との接触は知られていない。



受理● 番号 報告煮●

大微生物

病研究会

化学及血清

和物
ぜ風しん混合ワ

生水痘

原産国
含有

区分
嬌■痺lPTll

インフルエン

Influenza Season
Week 1 ending
January 9,2010

2009-2010
1nnuenza season

ンの乳

児肺

三倍体細胞

シの皮膚 ンの皮膚

ホ

〓使

当なし(製造

目 )

掲鶴雰U需」器T製魏樫l秘躍%`;Ъ絶
=報
告された検体139(36%)がインフルエンザ陽性であり、CDCrF

2009-2010
&Etttt=4 >2 lv->41 A, I JVTA{ '<<h\20091t) )v-t+'

イルスであつた。また、肺炎およびインフルエンザに起因す

法研究所 トロンピン皿

人免疫グロプリ:
スタミン加人免 グロプリン

ンチトロンピ
lll

卜血液
インフフレエ
ザ

釘I鱒鰤雛i窮脇餌揚鶴
連があつた。インフルエンザ様症状で来院した患者の割合は19%で

化学及血清

、国家基準の23%を下回つた。

100052に 同じ

月フ日現在のアジアおよびインド洋におけるチクングニヤ熱

ブレイクについてCDCが報告した。当該地域における最近 (
クングニヤ活動の高い地域は、インドネシア、タイおよびマレーシア

離雰嚇 よイぢ″裕季ダ聯 f嚢鶴 縦

リ
'| ending

」anua"9 2010

2010 Ap門 l

3奮標躙 ぅ翼毛潔i厳劃むず螺里:翔俎
また、当該疾病が報告されている地域への渡航者に向け、露出して

るヽ肌への虫除けの使用など、アドバイスも掲載されている。

受理日 番号 報告者名

化学及血清
療法研究所

化学及血清

療法研究所

生物由来成分
名

原材料名 原産口
有
一分

含

区
感染症("

マウス由来

クローナル抗 ス牌臓 日本

沈降ジフテリア破傷風

こおいて、BSE 6ovhe spon」 F●‐ encephalopath,を 発症した

協選占誰 IL懸猟疑霧犯竃第51開〕明 と
持奎ワ誓』窺浄だ尭

“

輩
=ま

鉗農需;疑言蜘 頭

頭(42%)であつた。PrPresは ウシ血液中に検出可能であり、

シ群よりBSE発症ウシの仔により高頻度に検出された。

ストラリ
ア、ニュージー
ランド

工程

Tierheikd るヽ。すべての血漿はA‖ con P■ oTrapを用いて評価された。
81頭中29頭(161%)は 血漿中Prpres陽 性であり、母ウンがB,E奮

する1年以内に生まれた仔は、母ウシ発症の1年以上前に生ま

仔より、PrPres陽 性血漿の頻度は顕著に高く、健常ウシでは240

化学及血清

法研究所

ジフテリア確傷風

テリア破
`ユ
・E合ワク

テリア破傷凰屁合ワク

スキムミルク シ乳 米国
Tierhelkd

100055に 同じ
151:433-436

100055に 同じ
151:433-436

|ツリススウマ抗

造

程

製

エ

Tierhelkd
ストラリア 151:433-436

100055に 同じ



受理日 番号 報告者名

化学及血清

療法研究所

1000611隻守翼奥夢

生物由来成分
1‐ ●名 :■ |

燎着着ど
症

例

有
一分
含

区原産国 感染症lPTl

ll‖1鼎
d疇
|"∞“
に同じ

ハートイン
フューションフ
イヨン

ン一．ヽン一ユニ
造

程
製

エ
乳糖水和物 シ乳

21/138ページ

受理日 番号 報告者名 一般名
生物出来成分

名
原材料名 原産ロ

有

分

含

区
感染症(PTl

人免役グロブ

リンG
卜血液

夕胃粘膜 米国

効

分

有

成
October 22

San&inis
97(3):207-

Weekly

15(39)

Weekly

15(39)

Tnnsfusion Transmitted Diseases) Committeefl
o,Directorへ提出したTSE ITransmissbに Spongfom
ts)の 現状と輸血の安全性に関する報告書である。こ

まで、vO」Dを発症した3例からの輸血によつてvCJDプリオンが伝
る。そのうち、3例はvC」D発症に至り、他の要

亡くなつた1例は牌臓およびリンパ節からvC」Dプ リオンが検出さ

れたが、vC」Dの兆候を示さなかつた。その患者はプリオン遺伝子の

129番 ロコドンカくヘテロ(MV)で あつた。また、vC」 Dを発症したドナーか

漿分画製剤を投与された患者に、vC」Dプリオンが検出された

この患者もvC」 Dの 兆候はなかった。米国FDAは2009年 6月 に
れた血漿製剤給血者のvC」 D伝播のリスクに関する新

モ`デルをTSE AdMsory COmmitteeで発表したが、最大推定リスク
1/12.000のままであり、米国患者のリスクは「極めて低い」としてい

,しかし、MVもしくはW遺 伝子型である無症候患者から病原性プリ
ンが検出されたことから、非MM遺伝子型患者にvO」 D症状が現れ
か、非MM遺伝子型患者はvC」Dプリオンの感染キヤリアーとなるか
ついて解決が待たれる。

Creutzfeut― 」akob dsease)症 例に

剤の投与歴を明ら力ヽ こするため、英国NC」 DSU(NaOond CJD

`nce unぅ

が患者の親戚や診療機関および病院を通して集め

=記
録の調査が行われた。NC」 DSuでは問い合わせのあつた全
例につき、リスク要因となる情報収集を行つている。その結

、168例 の英国内vC」 D症例のうち9例がのべ12回血漿分画製剤

を受けていた(1例はvC」 Dリスクが起きる前の1970年であり
れ以外は1989-1998年であつた)。 英国C」D Inddent Pandの リス

ク評価基準によると、11については低リスク製品であり、1つは低もし

は中程度のリスクであつた。今日までの英国内vC」 D症例はいずれ

ても血漿分画製剤投与による感染ではないと考えられたが、今

、vC」Dを発症する可能性は排除されない。

ィプリノゲン加
IXI因子
血液凝固第X

人血液凝固第
X lll因 子

米国、ドイツ、 効

分

有

成
SLベーリ

卜血液
リア

22/138ページ

100063に 同じ



受理日

■
壼

俳■般名|報告書名‐番号
,`宴夕11 原材料名 原産国 |

舗
齢

馨楽掟(PT)

型クロイツ Vox Sanguinis

米国、ドイツ
―ストリア

オーストラリ
ア、_ユ~ン~
ランド

フェルト・ヤ
コブ病

型クロイE

フェルトヤ
コプ病

フェルト・ヤ
コプ病

:15(39)

97(3)207- 100063に 同じ

CSLベーリ
ング

抗破傷風人免疫
グロプリン

乾燥弱毒生風し

ワクチン

異型クロイ San&inis

100060に 同じ

October 22

97(3):207- 100063に 同じ

薬品エ

製薬

製薬

製薬

サギ腎臓
毒生麻し

ん混合ワ

チン

日本株 ) ウシの胆汁
BCGワクチ

ノグラステム(遺伝子

テン ベータ(lt

チャイニーズ′

ムスター卵巣
細胞

ャイニー
ハムス

り、樹ユ時に使用し

シリズマブ(遺伝子組

ラスツズマ
組換え)

ラスツズマ タラード
伝子組換え) ウォーター

て 原産園を記載で

ペプシン 夕胃液 米国

パンクレアチン 夕膵臓

夕脂肪 米国、カナダ

米国、カナダ、

日本、フランス

造

程

製

エ

23/138ページ

受理日 番号 報告者名 =般名
生物由来成分

名
原材料名 原産国

含有

区分
感業葬(Pつ

ツズマ プリマトン
伝子組換え)

レノグラスチム

ブタラーカナダ
オータ

シ胎仔血清 シ血清

インスリン ブタ膵臓 、カナダ

―ジーラン

,シ牌臓、
ン:米国 ウ

マ:米国、カナ

ダ ブタ:米国、

ウマ

肛
造

程

製

エ製薬

′`イエル薬

チン ペー

換え

組換

シリズマブ(遺

伝子組換え)

子組換え

ノグラスチム
伝子組換え)

ン ペー

ン ペー

ラステム

子組換え)

lb(遺伝子la換え)

ルブミン溶液、PTC(プロトロンビン複合体)および自X(血液凝固第

繋磁諦期趙 議畦1
酔湧i醜:こ

=そ

卑続協繁縣輝難
Xf,lt5\681 evl:?t\ta otoeDJ .tOffi *f,EtiL. Trvl:?L\(
1iil *tJss" + tz < )vl-v-:/3>|=tt)7rt r=)Eff titd

,1沈詭測塁朧 貧鷲λ驚勇
'9濁

覧鼻

人血清アルブ

ミン

24/138ページ

イルス感

ではTTVが検出された。



報告者名 =般名
生物由来成分

名・
‐

ファ(遺伝子組換
え)

S株式会社
・ルテパリ:
リウム

原材帯 原産□

卜血液

ブタ小腸粘 華人民共和 有効

正

用

置

適

使

措

有
一分

含
一区

感築症(PT)

イ`エル薬

r./r/LiF

オクトコグ アル
ファ(遺伝子組換
え)

クトコグ アル
ファ(遺伝子組換

トトランスフエ

によるパルボウイルスB19感染を評価するために、供血者と
の関係が既知である保存血液検体およびB19V DNA定量可
用いてB19V感受性 (抗 B19V lgG陰 性)である受血者の
染について調査した。105名 の供血者から112の B19V DNA陽

て、輸血前のB19VigG陽性率が78%で ある手術患
114(17):

者に対する輸血を評価した。日19V DNAが 10° :U/mL以下である成分
3677-3683:2009

輸血を受けた受血者24名には感染が認められず、B19V DNAが
101° lU/mL以 上である成分輸血を受けた輸血前の抗体陽性である受

22

I €t:EtttEf6fr'."ebBtLf:, B'l 9v DNAi\l 061U,/mLDlT'cb
る成分輸血からは感染は起こらない、もしくは、まれであることが示唆
され、献血の定常的なスクリーニングにB19V DNAのNAT検査は不要
であることを支持している。

ルス感
Medicine 2009; 19; 100078に 同じ

ル`ボウィ
100078に 同じ

ル ス

ルス感 100073に 同じ

100078に 同じ

100078に 同じ

114(17):

3677-3683:2009 1000フ 8に同じ

メキシコにおける2009パンデミックHl Nlインフルエンザ:発生日
2009年 4月 30日 、最初の確定日 2009年 5月 1日 、報告日 2009年 12

月10日 、原因 2000バンデミックHl Nヽ インフ,レエンザ。2009年4月 30

日にOUERETARO COLONで 2009パンデミックHlNlインフルエンザの
アウトブレイクが発生した。疑い例はプタ360頭 、確定例はプタ2頭で
た 。

イ`エル薬
クトコグ アル

人血清アルフ

テ′`リンナト

ウム

25/138ページ

受理日 番号 報告者名 一般名
生物由来成分

名
原材料名

有

分

合

区原産国
文

献

正

用

置

¨

適
使

措

¨

感染症(P⊃

型インフ

型インフ

ルエンザ
(Hl Nl)

OIE 2000 0ctober
ルエンザ
(Hl Nl)

こおけるバンデミックインフルエンザAH,Nl(2009):発 生日
年8月 18日 、最初の確定日 2009年9月 16日 、報告日 2009年 9

月25日、原因パンデミックHlNlウイルス(2009)。 2009バンデミック
Nlインフルエンザのアウトブレイクが発生し、2009年 8月 18日 に北

イルラン自,onettё ookstownで は、疑い例はプタ2900頭、確定例

死亡例30頭であり、2009年9月 22日 に同Londondew
郡BdLghyでは疑い例はプタ145頭 、確定例はプタ4頭であつた。

英国におけるバンデミックインフルエンザA HlNl(2009):発 生日

月 18日 、最初の確定日 2009年 9月 16日 、報告日 2009年
12月 23日 、原因 ′くンデミックHl Nウ イルス(2009)。 2009年 12月 22日

こイングランドNorf● kで2009バンデミックHlNlインフルエンザのアウ
ブレイクが発生した。疑い例はプタ2004頭、確定例はプタ1124頭で

あった。

日本におけるパンデミックインフルエンザHl Nl(2009):発生日

年 10月 2日 、最初の確定日 2009年 10月 21日 、報告 日 2009年 10月
1日、原因 パンデミックインフルエンザHlN1 2009。 2000年 10月 2日

=大
阪で2009バンデミックHl Nlインフルエンザのアウトブレイクが発

生した。疑い例はプタ100o頭 、確定例はプタ10頭、死亡例0頭であつ

た。

E
年 10月 2日 、最初の確定日 2009年 10月 21日 、報告日 2009年 10月

7 B. IHE t \>;=tt 1>7 )t->+rqltl 2009" **El:tit\<
新しいアウトブレイクの発生はなく、2009年 10月 21日 に報
1回 目の報告である。

ノルウェ におけるパンデミックA/HlN12009ウ イルス:発生日 2009

年10月 9日 、最初の確定日 2009年 10月 10日 、報告日 2009年 11月

、原因バンデミックA/HlN1 2009ウ イルス。2009年 10月 12日に
i後の追跡調査5回 目の報告である。10のアウトブレイクが発生

ブタの分娩群から仕上げ期の群が感染したアウトブレイクは2009
0月 16.23、 20日 にNORD―TRONDELACで、肥育群が感染したの
1月 17日 にはOSTFOLDで あり、繁殖群が感染したアウトブレイク
11月 17日 にAKERSHuSで、lo月 21日、11月 10および17日 に

新型インフ
ルエンザ
(Hl Nl)

新型インフ
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TRONDELACで、11月 10日 にROCALANDで発生した。




